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北 日本に豪雪 ・ 寡雪をもた らす北半球の 大気循環

力石 國男 ・岩井佑樹

（弘 前 大 学大 学院，理 工 学 部）

1 ．は じめ に

　 北 日本 は 2005 年 ・2006 年 に 連 続 して 豪 雪が 続 い た あ と．

2007 年 に記 録 的な暖冬少 雪 となっ た．マ ス メデ ィ ア で は エ ル

ニ
ー

ニ ョ 現 象 や 地 球 温暖化 に こ の 暖 冬 少 雪 の 原 因 を 求め る論

調 が 流布 した が ，結局エ ル ニ
ー

ニ ョ が 発 生 せ ず，過 去 の 観 測

デー
タ に もエ ル ニ ーニ ョ と 豪雪 ・寡 雪 と の 間に 有 意 な 相 関関

係 が見 られ ない ．ま た，冬期気温 と最大 積雪深 との 関係 に は

年 々 変動の タイ ム ス ケール で は 明瞭 な負の 相 関が あ る が，数

十年 以 上 の タイ ム ス ケール で は相 関が な い （力石 ，2006 ）．

　
一

方，著 者 らの こ れ ま で の 合成 図解 析 に よれ ば，北 日本 の

豪雪 ・寡 雪 は 北 半球 の 大気 循 環 と密接 に関 係 し て お り，豪雪

年 （寡雪 年 1 に は ア リュー
シ ャ ン 低気圧 の 発 達 （衰弱 ） し，

北極の 向 こ う側に あ る ア イ ス ラ ン ド低気 圧 が 衰弱 （発 達） し

て い る．ま た 500hPa 面 高度で は ，豪雪年 に は オ ホ
ー

ツ ク海 に

低 圧 部 （トラ フ ）が発 達 し，寡 雪年 に はハ ドソ ン 湾付 近 に低

圧 部 （トラ フ ） が発 達 す る．実 際 ， 豪 雪 年 の 1963 年 1 月 と

2005 年 12 月 ， 寡雪 年 の 1972 年 1 月 と 1989 年 1 月 は 典型 的

な そ の よ うな 循 環場 で あっ た．降雪量 の 多 寡 は 対 流 圏 下部 の

み で は な く 中層 の 大 気循環 と も連動 して い る こ とが わ か る．

　本報 で は，過 去 44 年間 （1962 年 12月〜2006 年 2 月 ）の

12 月 ・1 月 ・2 月 の 月 降雪 量 （降雪 の 深 さの 1 ヶ 月 積 算値 ）

と 大気 客観解析デー
タ を解析 し て ，北 日本 に 豪雪 ・寡雪 と北

半球 の 大気循環の 関係 を明 らか に す る．

2 ．データ

　 降雪 量 と して 青森，新 庄
， 高田の 12 月 ，1 月 ，

2 月 の 月 降

雪 量 を用 い た．ま た大 気 循 環 につ い て は NCEP ／ NCAR 再解

析デー
タ の 月 平 均海 面 気圧 （SLP ） と 500hPa 面 高度 （Z500 ）

を用 い た，冬季の 大気 循環場で 重 要な役割 を果た すア リュー

シ ャ ン 低 気 圧 （AL ）は，北緯 30〜80度，東 経 135〜西 経 125

度 の 範 囲 に あ る 1000hPa以 下 の 格 子 点 の 平均 気 圧 と し て 定義

した．同様 に ア イ ス ラ ン ド低 気圧 （IL ） は 北緯 30〜70度，

西経 80度〜東 経 60 度の 範 囲 にあ る 1000hPa 以 下 の 格子 点 の

平 均気 圧 と 定義 し た ．

　
一

方 ，上 空 500haPa 面 高度 の オ ホ
ー

ツ ク ・トラ フ （OT ）

は場 所 の 変化 が 比較 的少 ない の で ，北緯 45〜65 度，東経 130

〜180 度で 規定され る 領城の 平均 高度 で 定義 し，ハ ドソ ン ・

トラ フ （HT ） は北緯 55〜80 度，西経 ZO5 度〜西 経 45 度 で

規 定 され る範 囲 の 平 均 高 度 で 定義 し た ．こ れ らの 物理 量 の 時

系 列 か ら，様 々 な相関関係 を求め た ．

3 ．解析結果

　青森，新庄，高田 に つ い て も，12 月 ，1 月，2 月 に つ い て

も同 じ よ うな 結 果 に な っ た の で，こ こ で は 青 森の 降雪 量 と 1

月 の 循環揚 に つ い て 述 べ る．まず，ア リ ュ
ー

シ ャ ン 低気 圧 （A

L ） とア イ ス ラ ン ド低 気圧 （IL ） の 間に 明瞭 な負 の 相 関 が

あ り （＝−0．45 ） ， 青 森 の 降 雪 量 と AL − IL の 気 圧 差 に も明

瞭 な負 の 相 関 （＝−0．56） が あ る．また ，OT − HT も青森の

降雪量 と高い 負の 相関 〔＝−0．55） を示 し，AL − IL と高い

正 の 相関 （＝O．67） を示 す．　 （こ の ほ か ，青森 の 降雪 量 は シ

ベ リア 高 気 圧一AL と高 い 正 の 相 関 （50 ．62） を示 し，北 極

振 動 指数 とも高 い 負の 相 関 ← −O．58） を示 す，）

4．結論

　500hPa面高 度は バ ロ トロ ピ ッ クme度 t．も呼 ばれ，　 Z500の 等

高 線が お お よ そ 等 温 線 を 示 して い る こ とか ら，AL − IL 並

び に OH − HT が 負 （正 ） の 値 を示 す の は 寒気 の 重 心 が 北極

を挟ん で 相対 的 に東シ ベ リア 側 （カ ナ ダ側） に移動 した 場合

で あ る．従っ て ，北 日本が 豪雪に な るか 寡雪 に な るか は，寒

気 の 中心 が 東 シ ベ リア 側 に く る か ，カ ナ ダ側 に 行 くか に よる ，

（北 極 振 動指 数 も 青 森 の 降 雪 量，AL − IL ，　 OT − HT と

高 い 相 関を示 す こ とか ら，北 極 振 動の 実態 は北極 域 の 寒 気 の

強 さに 関係 して い る と思 われ る．）

図 ： 青森 の 降雪 量 vsAL
− IL 　（r ＝− O ．56 ）
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